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バイブレーションローラー

取扱説明書
三笠製品をお買い上げいただきありがとうございます。
ご使用前に本書をよくお読みになり、正しく安全にお使いください。
お読みになった後は、いつでも見られる所に保管してご利用ください。

MRH-603DS-SS/SSC
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1．はじめに

2．機械の用途及び構造と動力伝達

又、作業開始前点検及び月一回の定期自主検査が労働安全衛生規則にて定められています。
安全確保のため、必ず実施してください。

起振体（一軸振子）で発生する強力な振動でドラムを振動させ、転圧を行う機械です。
水分の多い軟弱土質以外のほとんどの土質の路盤に対して締固め効果があります。土砂、土、砂、砂利及
びアスファルトの転圧など広範囲の転圧作業に使用します。振動と走行が分離されていますので、静圧転圧
や斜面での作業が可能です。作業効率も良く広い範囲の転圧にも適します。水分が多い路盤、特に粘土質
の路盤ではドラムが空転し、作業に適しません。逆に、本機の締固め能力以上に締め固まっている硬い路盤
上では振動を入れて運転してはいけません。過負荷により本機損傷の原因となります。
上記以外の作業に本機を使用しないでください。

機体上部にはエンジン、油圧ポンプ、オイルタンク、振動用電磁クラッチ、散水タンク、ハンドルがあります。
機体上部は、防振ゴムを介して機体下部のフレームに固定されています。
機体下部は、振動を発生させる起振体部分、起振体部が一体となったフレーム、走行用の油圧モーターを
取り付けた二個のドラム部で構成されています。

走行は、油圧ポンプを駆動させ発生した油圧により油圧モーターを駆動させ行います。油圧ポンプは、エン
ジン出力軸にゴムカップリングで連結され、エンジンの回転により駆動します。寒冷地仕様の場合、エンジン
出力軸に遠心クラッチが取り付けられ、遠心クラッチと油圧ポンプはVリブベルトにより連結されています。エ
ンジン回転数を上げる事により遠心クラッチが繋がり、Vリブドベルトを介して油圧ポンプを駆動させます。油
圧ポンプは、回転することによりオイルタンクからオイルフィルタを経由して作動油を呼び込み、油圧を発生さ
せます。発生した油圧は、油圧回路によりドラムブラケットに組み込まれた油圧モーターに作動油を供給し、
油圧モーターを駆動させます。油圧モーターがドラムを回転させる事で機体を走行させます。機体の走行速
度及び前後進の切替は、ハンドルのコントロールボックスに取り付けられている走行レバーを操作することに
より、コントロールケーブルを介して油圧ポンプのトラニオン軸を回転させて調整します。機体のステアリング
操作は、ハンドルバーを操作する事で調整します。
一方、振動は機体下部の起振体の偏心振子軸を回転させることで発生させます。エンジン出力軸の同軸上
に振動用電磁クラッチが取り付けられ、電磁クラッチと起振体の偏心振子軸はVベルトで連結されてます。振
動用ON-OFFスイッチがＯＮの時、電磁クラッチはつながり、エンジンの回転により起振体の偏心振子軸を回
転させ振動を発生させます。起振体で発生した振動は、起振体部が一体となったフレーム、ドラムブラケット
、ドラムの順に伝わり、地面に振動を与え転圧を行います。

労働安全衛生法第45条－2による特定自主検査が義務づけられております。
毎年一回必ず実施しましょう。

第170条
第171条

第168条
第169条
第171条　　

第167条
第169条
第169条-2
第171条

作業開始前点検

定期自主検査
    （月1回）

特定自主検査
    （年1回）

点検検査区分 関　係　条　文 実施する者 検査表等の保管期間

安衛則

安衛則

安衛則

事業者

事業者

事業者

点検表を機械が稼動している間

検査表を3年間

検査表を3年間
（検査済標章貼付）

用 途

構 造

動力伝達

このたびは三笠MRH型バイブレーションローラーをお買い上げいただき誠にありがとうございます。
このローラーは油圧ポンプと油圧モーターにより、走行レバーの操作だけで前後進の切り替えと走行速度の
調整を無段階かつスムーズに行うことができ、初めての人にも容易に転圧作業ができます。
この説明書には取扱い方法と簡単な手入れについてを記載しています。必ずよくお読みになってからご使
用ください。またエンジンは別冊の取扱説明書をご覧ください。
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こんな時に作業をしない。

取扱説明書をよくお読みいただき正しい取扱いで安全に作業をしてください。
エンジンの取扱いは別紙エンジン取扱説明書を参照してください。
機械の構造を充分理解してください。
作業開始前点検、定期自主検査、特定自主検査を確実に実施してください。
作業を安全に行うために防護具（ヘルメット、保護靴、保護手袋等は規格品をご使用願
います）を着用し、適切な作業服で作業してください。
イヤーマフまたは耳栓などの騒音保護具を必ず着用してください。
常に機械を点検し正常である事を確認してから運転してください。
機体の貼り付け銘板（操作方法、警告銘板等）は安全を守るために非常に重要です。本
機を清掃し、常に読みやすくしておいてください。読み取りにくくなった場合は、新しい銘
板に張り替えてください。
幼児等が触れると危険です。保管方法、保管場所には充分に注意してください。特にエン
ジン始動用キーは、必ず作業終了後にキーを取り外し所定の場所で保管してください。
整備する場合はエンジンを停止し、バッテリーの配線を外してから行ってください。
製造元が許可していない改造が原因で起こる事故に関しては、弊社は一切の責任を負
いません。

燃料を給油する場合は、必ず換気の良い場所で行ってください。
燃料を補給する時は必ずエンジンを停止して、エンジンが冷えてから行ってください。
燃料を補給する時には、周囲に可燃性がない平坦な場所を選び、燃料をこぼさないよう
に注意してください。こぼれた場合は良く拭き取ってください。
燃料の補給中は火気を絶対に近づけないでください。（特にタバコの喫煙には注意してく
ださい）
燃料タンクの口元まで燃料を入れると、こぼれる可能性があり危険です。
給油後は、タンクキャップをしっかりと締め込んでください。

●

●
●
●
●
●

●
●
●

●

●
●

●
●
●

●

●
●

○
○
○

過労や病気などで体調が悪いとき。
医薬品や薬物を服用したとき。
飲酒をしたとき。

4.1　一般的な注意事項

4.2　給油中の注意事項

警告

危険

注意

4．安全のための注意事項

本取扱説明書および機械に貼付けてあるラベルの　　　マークは警告サインです。安全上、必ず厳守してください。

労働安全衛生規則第36条第10項に掲げる運転業務（道路上を走行する運転は除く）
に係わる特別教育を修了した人（18歳以上）でなければローラーは運転できません。

人体に対する危険がある場合

指示を守らないと、死亡または重大な傷害事故が生じる危険が極めて高い場合

注意 指示を守らないと、物的な損害が発生する可能性がある場合

指示を守らないと、怪我や傷害事故が生じる可能性がある場合

危険

警告

注意

指示を守らないと、死亡または重大な傷害事故が生じる危険があり得る場合

3．警告サイン
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4.3　使用場所、換気に関する注意事項

4.4　作業上の注意事項

危険

警告

室内やトンネル内などの換気の悪い場所では使用しないでください。エンジンの排気ガ
スには、有害な一酸化炭素等が含まれており大変危険です。
火気のある近くでは、運転しないでください。

本機を駐車させるか、あるいは停車中に本機から離れる場合などには必ず駐車ブレーキ
をかけ輪止めを使用してください。また、坂道での駐車は絶対に行わないでください。
輪止めが沈み込むような軟弱な地盤には停車しないでください。
作業中や移動のための走行中は、エンジンを規定最高回転数まで上げて使用してくださ
い。特に坂道では、エンジンの回転が低い場合やエンジンが急に停止した場合などは、
本機が自重によって動き出す場合があります。上り方向に使用している際に、本機が下
がってきて障害物との間に挟まれる危険性がありますので、ハンドルの真後ろではなく左
右のどちらかに寄って操作してください。
横斜面での使用は、横転する危険性がありますので充分に注意してください。また、斜
面の下には人が立ち入らないようにしてください。
後進時の際には後方への注意を容易にするために、運転者は操作ハンドルの左右のど
ちらかの位置で後ろを向いた状態で操作してください。ハンドルの真後ろの位置で、前
を向いたまま後ずさりしての操作はしないでください。
エンジン本体やマフラーは高温になりますので、運転時の熱い箇所には触れないでくだ
さい。
転落等のおそれがある危険な場所には、標識や防護柵などを設ける等の安全措置をし
てください。

ハンドルは重いので、立てた状態（格納時）から作業状態にする場合は注意してください。
必ずハンドルのロック機能が働いているかを確認してください。
エンジンを始動する前には、周囲の人や障害物に対して安全である事を確認し,走行レ
バーは中立で振動レバーはOFFになっていることを確認してください。
作業範囲内には立入禁止等の措置を行ってください。
ハンドルを立てた状態で運転しないでください。操作が不安定になり大変危険です。特
に後進時は障害物との間にはさまれる危険があります。
運転中は可動している箇所や回転部に手をふれないでください。また、衣類等が巻き込
まれる恐れがありますので、回転部には近づかないでください。
前後進の切替操作は余裕をもって行い、緊急時以外の急発進や急停止は行わないでく
ださい。
後進時の作業で障害物に接近した場合は、約2メートル手前で停止し、ローラーを安全
な場所で反転させてから前進で作業を行ってください。
夜間作業の場合は、充分な照明の下で行ってください。
天候が悪く危険が予測される場合は、作業を中止してください。
運転中に本機が不調になったり異常に気が付いた場合は、直ちに作業を中止して事業
主に連絡し適切な処置を取ってください。

本機を自動車や重機等で牽引しないでください。

、

てください。

●

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●

●

●

●

●
●
●

●

4.3　使用場所、換気に関する注意事項

4.4　作業上の注意事項

4.5　運搬に関する注意事項

危険

警告

警告

注意
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積み下ろしは作業責任者を決めて、責任者の指示に従って行ってください。
積み下ろしは平坦な場所で行ってください。
脱落や紛失防止の為、運搬時は必ずキーを抜いて搬送してください。
運搬車の荷台、道板、本機が油や泥等で汚れているとスリップして非常に危険です。充
分に清掃してから積み下ろし作業を行ってください。
運搬時は、必ずエンジンを停止し燃料を抜いてください。
積み込み後は、本機が動かないように歯止め（輪止め）をして、ワイヤーロープ等で固定
してください。

積み下ろし時に使用する道板は、充分に強度のあるものを使用し、フック部をしっかり荷
台に固定してください。設置幅は本機の幅に合わせ、勾配が15度以内になるようにしてく
ださい。
道板に乗り上げる前に正しく方向を定めてください。道板の途中で少しでも向きがずれて
いる場合は脱落する危険がありますので、元の位置に戻し改めて方向を修正してから積
み下ろししてください。
原則としては積み込みは前進で行い、下ろす時は後進で行ってください。
クレーンによる積み下ろし作業には資格が必要です。クレーンの運転や玉掛け作業の資
格を持っている人が行ってください。
本機を吊り上げる時には必ず指定された箇所(フック等)で行ってください。
吊り上げ作業の前には本機の部品の破損やゆるみ、脱落等が無い事を確認してください。
吊り上げ時はエンジンを停止してください。
ワイヤーロープは充分な強度があり、傷がないものを使用してください。
急激な吊り上げ（吊り降ろし）や吊り上げ状態での急激な横移動は絶対に行わないでくだ
さい。
吊り上げた本機の下には人や動物を絶対に近づけないようにしてください。
必要以上の高さに吊り上げないでください。

安全を確保するためには適切な整備が必要です。不適切な整備は重大な事故の原因と
なる可能性がありますので、常に機体を良好な状態に維持してください。
点検調整は必ずエンジンを停止して、エンジンや各部品が冷えてから行ってください。
ラジエターのキャップを外す場合も、必ずエンジンが冷えている時に行ってください。
電気系統の点検整備は、バッテリーの（-）端子を外して行ってください。

油圧配管をゆるめる場合は、必ず油圧回路内の圧力を下げてください。圧力が高いまま
で配管を外すと油圧の勢いでホースが当たってけがをする場合があります。
整備終了後に保安部品の取り付け及び安全性の確認を行ってください。ボルトやナットの
締め忘れが無いかを確認してください。

●
●
●
●

●
●

●

●

●
●

●
●
●
●
●

●
●

●

●

●

●

●

4.6　整備上の注意事項

警告

注意

注意

警告
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※ 掲載のイラストは” MRH-503DS-SS 型” です。
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9202-24300 NPA-2430銘板，型式ロゴ／ＭＲＨ－５０３ＳＳ（Ｒ）

NP-1469銘板，寒冷地仕様ロゴ（白）２５０

9202-23450

9201-13160

NPA-2345

NP-1316

銘板，作動油タンク（絵文字）

9202-23990 銘板，タコアワ（３モード）注意事項付き NPA-2399
9201-14460 銘板，Ｍikasaロゴ（黒）１６５ｍｍ NP-1446

9202-24290

9201-14690

NPA-2429銘板，型式ロゴ／ＭＲＨ－５０３ＳＳ（Ｌ）

9202-24800 NPA-2480
NP-1404

銘板，型式ロゴ／ＭＲＨ－６０３ＳＳ（Ｒ）

9202-24790 NPA-2479銘板，型式ロゴ／ＭＲＨ－６０３ＳＳ（Ｌ）

9201-14710 NP-1471銘板，超低騒音型ローラーロゴ（白）３５０

9201-14700 NP-1470銘板，超低騒音型ローラー（黒／白）３１０

9201-14300 NP-1430銘板，ＮＥＴＩＳ／ＫＴ－１９０１２５

NP-1453銘板，製番／ＭＲＨ－５０３国内（寒冷地）9201-14530
NP-1462銘板，製番／ＭＲＨ－６０３ＤＳ－ＳＳ国内9201-14620
NP-1463銘板，製番／ＭＲＨ－６０３国内（寒冷地）9201-14630

MRH-503DS

MRH-503DS

MRH-603DS

MRH-603DS

MRH-603DS-SS

寒冷地（SSC）
NP-1443銘板，製番／ＭＲＨ－５０３ＤＳ－ＳＳ国内9201-14430 MRH-503DS-SS

MRH-603DS-SSC

MRH-503DS-SSC

NP-1493銘板，製番／ＭＲＨ－５０３ＤＳ-ＳＳＣ-ＨｔＲ9201-14930
NP-1494銘板，製番／ＭＲＨ－６０３ＤＳ-ＳＳ-ＨｔＲ9201-14940
NP-1495銘板，製番／ＭＲＨ－６０３ＤＳ-ＳＳＣ-ＨｔＲ9201-14950

MRH-603DS-SS-HtR

NP-1492銘板，製番／ＭＲＨ－５０３ＤＳ-ＳＳ-ＨｔＲ9201-14920 MRH-503DS-SS-HtR

MRH-603DS-SSC-HtR

MRH-503DS-SSC-HtR

MRH-503DS
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4.9-2 本体用絵文字ラベル

前後進レバー操作方向
F: 前進　
N: 中立（停止）
R: 後進

オイルタンク
このタンクは作動油タンク
を示しています。

高温部への注意
高温部に接触し火傷しない様高温
部との間に安全な距離をとること。

回転部への注意
回転部に手や服装が巻き込まれ
ない様回転部との間に安全な距
離をとること。

水タンク
このタンクは水タンクを示しています。

このタンクには、必ず水道水を入れてください。
ガソリンや軽油などの燃料及び作動油やエンジンオイルは入れない
でください。

振動スイッチの切り替え
｜： ON (起動時)
○： OFF

このラベルは注意、指示及び禁止事項を示しています。

（上段）
・取扱説明書をよく読み、内容を充分理解して操作を行ってください。
・聴覚保護具を着用指示
・坂道での駐車禁止
（下段）
・原動機を停止した際は、必ずキーを抜き輪止めをかけ、駐車ブレー・
・キをON（ロック）してください。

駐車ブレーキの切り替え
｜： レバーを左に動かすとON (ロック)
○： レバーを右に動かすとOFF

運搬時の固定箇所の指示
運搬時は必ず指定された箇所で
固定してください。

散水の切り替え
　（P13図10およびP16図21参照）
左側のコックは前側、右側のコック
は後側の切り替えです。
｜： コックを開く (散水)
○： コックを閉じる

グローランプ
予熱灯を示しています。

ホーン
ホーンを示しています。

前照灯の切り替え
｜： ON (点灯)
○： OFF（消灯）

キースイッチの位置説明
（P14図14参照）
○： 停止　　　　： 予熱
｜： 運転　　　　： 始動

④

⑫

①

⑯

②

③

⑬

⑩ ⑦

⑤

⑭

⑪

⑥

⑮

吊り上げ禁止箇所
本機を吊り上げる時は、必ず指定
された箇所で行ってください。落下
事故につながる場合があります。

吊り上げ箇所の指定
本機を吊り上げる時は、必ずこの
箇所で行ってください。

⑱

タコ・アワメーターおよび３モード説明
運転中に調速レバーを動かし回転数
を調整することで「3モード」で走行で
きます。（P13図12参照）
　　　：運転時、エンジン回転数表示
　　　：停止時、運転積算時間表示

東京都環境確保条例
指定建設作業の規制値（80dB）による
施工可能。

㊲



5．外観図

5.1　外観寸法 (mm)

MRH-503:575
MRH-603:650

17
25

11
85

2265

1190

M
R

H
-5

03
:6

17
M

R
H

-6
03

:6
92

8
※ 掲載のイラストは” MRH-503DS-SS 型” です。
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5.2　コントロール装置位置及び操作名称

ヘッドライト

燃料タンクキャップ

バッテリー トップカバー

調速レバー

マフラー

エアークリーナー

エンジンオイル　　
　　　　　給油口

燃料コック

ラジエタータンクキャップ
     　　　　　　 ( 冷却水 )

オイルタンク 給油口

ホーン
(ヘッドライトの裏側)

スクレーパー
　　　　　(内側)

スクレーパー
(外側)

電磁クラッチ用
　振動ON/OFFスイッチ

ハンドル
　(操作時)

ハンドル
　(格納時)

キースイッチ
　(エンジン始動)

給水口

水タンク

ラッチハンドル

デッドマン装置

走行レバー

安全レバー

Hold to Run 装置

フック　

ハンドル
　ストッパーピン

ロープ固定用フック

駐車ブレーキ

散水コック

排水口

輪止め

ブリーザー

給油口

ラッチハンドル

サイドカバー

水タンク

ホーンボタン

タコアワメーター

ヘッドライト用　　　　
スイッチ

マフラー
排気口

ロープ固定用
フック

エンジンオイル
ドレン口

ベース （後方）

※ 掲載のイラストは” MRH-503DS-SS 型” です。
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6．仕様

6.1　本体

機体寸法

ドラム寸法

軸間距離

締固め幅

機械質量

走行速度

最大作業勾配

振動数

遠心力

静線圧

動線圧

水タンク容量

オイルタンク容量

※　HtR：Hold to Run装置（走行用安全レバー装置）

※　HtR：Hold to Run装置（走行用安全レバー装置）

全長(作業時)

全長(格納時)

全高(作業時)

全長(格納時)

全幅

外径

幅

前輪

後輪

前輪

後輪

2265

1210

1185

1725

617

355

575

500

575

560　【565】 575　【580】

0～3

35 (20)

55 (3300)

9.8 (1000)

42.1 (4.3)　【42.3 (4.3)】

55.9 (5.7)　【56.1 (5.7)】

127 (13.0)　【128 (13.0)】

141 (14.4)　【141 (14.4)】

32

14

mm

mm

mm

mm

kg

km/h

% (度)

Hz (V.P.M)

kN (kgf)

N/cm

(kgf/cm)

N/cm

(kgf/cm)

L

L

39.2 (4.0)　【39.9 (4.1)】

56.3 (5.7)　【56.5 (5.8)】

123 (12.6)　【125 (12.8)】

141 (14.4)　【142 (14.5)】

型　　　　　式 MRH-503DS-SS　【HtR付】 MRH-503DS-SSC　【HtR付】

機体寸法

ドラム寸法

軸間距離

締固め幅

機械質量

走行速度

最大作業勾配

振動数

遠心力

静線圧

動線圧

水タンク容量

オイルタンク容量

全長(作業時)

全長(格納時)

全高(作業時)

全長(格納時)

全幅

外径

幅

前輪

後輪

前輪

後輪

2265

1210

1185

1725

692

355

650

520

650

580　【585】 595　【600】

0～3

35 (20)

55 (3300)

10.8 (1100)

39.8 (4.1)　【37.7 (3.8)】

49.9 (5.1)　【52.4 (5.3)】

123 (12.5)　【121 (12.3)】

133 (13.6)　【135 (13.8)】

32

14

mm

mm

mm

mm

kg

km/h

% (度)

Hz (V.P.M)

kN (kgf)

N/cm

(kgf/cm)

N/cm

(kgf/cm)

L

L

35.2 (3.6)　【35.8 (3.7)】

52.4 (5.3)　【52.5 (5.4)】

118 (12.1)　【119 (12.1)】

135 (13.8)　【136 (13.8)】

型　　　　　式 MRH-603DS-SS　【HtR付】 MRH-603DS-SSC　【HtR付】
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メーカー名

型式

形式

最大出力

始動方法

最高セット回転数

メーカー名

型式　

クボタ

横型水冷単気筒4サイクルディーゼルエンジン
E75-E3-NB3-HGMS

4.6/2500

(6.3/2500)

セル

2500

ポクレン

PMV 0-09

kw/min-1

(PS/r.p.m) 

6.2　エンジン

6.3　油圧ポンプ
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7．運転前の点検

点検する時は必ずエンジンを停止してください。注意

図 1 図 2

ラッチハンドルを上げ、トップカバーやサイドカバーを
開けてください。（図1,2)
ラッチハンドルの作動が悪い場合、給脂を行ってくだ
さい。（22ページ 図36）

●

ラッチハンドル
トップカバー

トップカバー

ラッチ
ハンドルサイドカバー

サイドカバー

作業前各部点検表

駐車ブレーキ
輪止め
外観
フック
燃料タンク
燃料系統
燃料フィルタ
エンジンオイル
冷却水
作動油タンク
起振体関係
起振体用Vベルト
ファンベルト(エンジン)
油圧配管関係
散水配管関係
ホーン
ヘッドライト
走行レバー(リンク系部品)
走行レバー(リンク系動作)
自動停止装置(デッドマン装置)
スクレーパー
ボルト、ナット類

動作点検
有無、破損
傷、ゆがみ
脱落、破損、傷、ボルト及びナット類のゆるみと脱落
漏れ、油量、汚れ
漏れ
汚れ
漏れ、油量、汚れ
漏れ、水量
漏れ、油量、汚れ
プーリー下の水抜き穴の泥つまり
傷、張り
傷、張り
漏れ、ゆるみ、傷、摩耗
漏れ、ゆるみ、傷、摩耗
動作点検
点灯点検
脱落、破損、傷、ボルト及びナット類のゆるみと脱落
動作点検、遊び
動作点検
曲がり、損傷、調整
ゆるみ、脱落

点検個所 点検項目

※　エンジン各部の点検詳細は、 別冊のエンジン取扱説明書を参照してください。



7.3　起振体関係

起振体プーリー下の水抜き穴に泥がつまっていない
か点検してください。
ベルトのゆるみを点検します。張りが弱いと振動が弱
くなったり、ベルトが破損しやすくなります。(図6)

振動用電磁クラッチ
クラッチの摩擦面は使用経過につれて徐々に摩耗し
て空隙が大きくなります。この隙間が0.5mm(限界空
隙)を超えた場合に、作動不良や吸着不能に至りま
す。この場合は、クラッチとして寿命となりますので電
磁クラッチを交換してください。

●

●

●

図 6 

ベルト

振動用電磁クラッチ

ベルトの点検は、必ずエンジンを停止してから
行ってください。回転部に手や服装などが巻き込
まれると危険です。

警告

振動用電磁クラッチの仕様
静摩擦トルク
定格電圧
容量
コイル抵抗　at 20°
限界空隙

25Nm (2.5kg・m)
DC12V
20W
6.6Ω
0.5mm
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トップカバーを閉める時、ロッドを指で軽く持ち上げな
がら閉めてください。ラッチハンドルを手の平で押しト
ップカバーをロックしてください。ロックが不十分な場
合、部品破損の原因となる恐れがあります。(図3)

サイドカバーを閉める時、サイドカバーを押しながらラ
ッチハンドルを手の平で押しロックしてください。ロック
が不十分な場合、部品破損の原因となる恐れがあり
ます。(図4)

●

●

図 3 

ラッチハンドル

ロッド

図 4 

ブリーザー
油面計

図 5 

オイルタンク

●
●

7.2　エンジン関係

エンジンオイルや冷却水は、高温になっている場
合があるので、充分に注意してください。

(20ページの図25～29)

危険

エンジンオイルの量を点検してください。
冷却水の量を点検してください。(詳細は別紙エン
ジン取扱説明書を参照してください。)

注油口

7.1　油圧関係

●

●

オイルタンクの油面計を見て、作動油が規定量(ゲー
ジの中間)入っているか確めてください。出荷時には
出光ダフニースーパーハイドロ46ST相当品(14ℓ)が入
っております。 (図5)
推奨作動油については22ページをご覧ください。
オイルタンク、油圧ポンプ、油圧モーター、ホースの
継手から油漏れがないか点検します。

●
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過電流が流れるとハンドルボックス内にある配線(ハ
ーネス)のヒューズ(10A)が切れます。エンジンが始動
し規定の回転数(2,500±50min-1〈2,500±50r.p.m〉)
に達して、さらに走行などに問題が無くて振動しない
場合は、ヒューズを交換してください。
通電だけでも表面が高温になることがあります。電磁
クラッチの表面温度はスリップ熱や内蔵コイルの発熱
により約90℃～100℃前後に上昇することがありま
す。摩擦面の外周温度が80℃以上にならないように
注意してください。その際に手を触れて火傷をしない
ように注意してください。

ハンドルが格納状態(直立)の場合は、ハンドルストッ
パーピンを引いてハンドルをゆっくり倒して(操作状
態)ください。

●

●

●

7.4　操作関係

電磁クラッチの点検は、必ずエンジンを停止して
から行ってください。回転部に手や服装などが巻
き込まれると危険です。

警告

ハンドルを倒す(操作状態)場合は障害物の無い
広い場所で行ってください。また、ハンドルが急に
倒れてこないように注意してください。

注意

各レバーやワイヤー、油圧ポンプが確実に作動す
るか点検します。特に油圧ポンプに異常が発生し
ている場合給脂をし、それでも異常が直らない場
合は速やかに修理を行ってください。ホーンボタン
を押して、ホーンが正常に鳴るかを確認してくださ
い。ヘッドライトスイッチを入れてヘッドライトが点灯す
るかを確認してください。(図7)

●

走行レバーは前進、中立、後進の操作を行います。
走行レバーが前進、後進へスムーズに作動するか点
検します。そして、走行レバーを「後進」にして、デッド
マン装置を押した時に走行レバーが「中立」または
やや前進の位置に戻る事を確認してください。(図8)

●

Hold to Run装置付きの場合、安全レバーの作動を
点検します。安全レバーを握ると走行レバーは任意
の位置で保持されます。安全レバーを離し、走行レ
バーから手を離すと走行レバーは常に「中立」位置
に戻ります。（図8-1）

●

走行レバー

調速レバー

ヘッドライトスイッチ

ホーンボタン

図 7 

最高回転時以外は、ヘッドライトを使用しない
でください。

注意

散水作業を行うときは、後方の水タンクに水をいれて
ください。(図9)

●

7.5　散水関係

図 8 

図 8-1 

走行レバー
停止(中立)

前進後進

“押す”

デッドマン装置

図 9 

図 10 

・

・

水タンクとオイルタンクを間違えないように気
を付けてください。
必ず水道水を使用してください。

注意

前側ドラム用と後側ドラム用の散水コックを開いて、
水が正常に流れる事を確認してください。(図10)

●

散水用水コック

閉

閉

開

開

前輪用

後輪用

水タンク水タンクキャップ

中立
前進

走行レバー

安全レバー
　　握る
離す

後進
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燃料コックを開けてください。●

8．運転

走行レバーを停止(中立)、振動用ON/OFFスイッチ
及びヘッドライト用スイッチはOFFの位置にします。
(図14)

8.1　始動

調速レバーを運転(全開)の位置に合わせます。
(図13)

●

図 13

調速レバー

停止

運転(全開)

OFF

振動用ON/OFF
　　　　　スイッチ

図 14
ヘッドライト用スイッチ　

OFF

停止(中立)

走行レバー

●

労働安全衛生規則第36条第10項に掲げる運転業務（道路上を走行する運転は除く）
に係わる特別教育を修了した人（18歳以上）でなければローラーは運転できません。

7.6　スクレーパー

7.7　寒冷地仕様

泥が詰まったり曲がったり、あるいは損傷していない
かを確認してください。(図11)
必要に応じてドラムとスクレーパーの隙間を調整して
ください。(図11)

寒冷地仕様の場合、エンジンと油圧ポンプを繋いで
いるVリブドベルトのゆるみを点検します。油圧ポンプ
が正常に機能せず動作に影響が出る恐れや、ベルト
が破損しやすくなる恐れがあります。(図12)

●

●

●

図 11 
スクレーパー スクレーパー

7.8　その他

機体各部(エンジンを含む)のボルトやナット等のネジ
類のゆるみが無いかを点検してください。

●

図 12

Vリブドベルト

ベルトの点検は、必ずエンジンを停止してから
ってください。回転部に手や服装などが巻き込
まれると危険です。

警告
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キースイッチの操作 (図15)
キーをキースイッチに差し込み運転の位置に回しま
す。その際にブザーが鳴ることを確認してください。
タコ・アワメーターに「エンジンタイプ（E75）」が一旦表
示されてから、すぐに「運転積算時間」が表示されま
す。(図16)

予熱の位置までキーを回してグローランプが点灯す
るまで待ちます。グローランプは13秒後に自動で消灯
します。

予熱の完了後にキーを始動の位置まで回します。セ
ルスターターが作動しエンジンが始動します。エンジ
ンが始動したらキーから手を放してください。
エンジンが始動するとタコ・アワメーターが「エンジン
回転数」を表示します。(図17)
エンジンの回転が上がるとブザーは停止します。

エンジンの始動後は回転部に手や服装が巻き込
まれないように充分注意してください。巻き込まれ
ますと重大な事故につながる恐れがあります。

警告

・

・

キースイッチの操作を行ってもエンジンが始
動しない場合は、5秒以上連続してセルスター
ター（始動の位置）を作動させないでください。
エンジンの運転中は、キースイッチを始動の
位置に絶対に回さないでください。

注意

8.3　走行

8.2　Hold to Run装置（走行用安全レバー装置）

解除

後側ドラム

駐車ブレーキ

ロック

●
 a

 b

 c

マイクロスイッチが付いていますので、走行レバーが
停止の位置でないとセルスターターが作動しません。

始動後は約3～10分間ほどの暖気運転を行ってくだ
さい。特に寒冷時には必ず実行してください。
エンジン始動時のブザー音はエンジンオイル量の警
告も兼ねています。エンジンの始動後もブザーが鳴
り止まない場合は、ただちにエンジンを停止させてエ
ンジンオイルを点検してください。

3モードについて
運転中に調速レバーを動かし回転数を調整すること
で「3モード」で走行できます。
　　①95dBモード : 2,500 rpmに調整してください。
　　②93dBモード : 2,300 rpmに調整してください。
　　③80dBモード : 1,450 rpm以下に調整してください。
　　※③は都条例に則った作業時に適しています。
駐車ブレーキをゆっくり解除してください。(図18)

 d

●

●

●

●

 b

 c

図 15

停止
（OFF） 運転

（ON）

予熱
（GL）

始動
（ST）

キースイッチ

キースイッチ

グローランプ

DIESEL ENGINE TACH &HOUR METER DIESEL ENGINE TACH &HOUR METER

HRS

「エンジンタイプ（E75:クボタ）」が一旦表示されてから、

すぐに「運転積算時間」が表示されます。

E 7 5 :クボタ Ｅ７５ 型

図 16

DIESEL ENGINE TACH &HOUR METER

HRS

DIESEL ENGINE TACH &HOUR METER

RPM

運転積算時間 エンジン回転数

図 17

安全レバーを握ると走行レバーは任意の位置で保
持されます。安全レバーを離し、走行レバーから手
を離すと走行レバーは常に「中立」位置に戻ります。
（図17-1）

●

図 17-1 

図 18

中立
前進

走行レバー

安全レバー
　　握る
離す

後進
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前後進や中立の切替時以外は、走行レバーから
手を放しておいてください。障害物に挟まれたとき
にデッドマン装置が正常に働かない場合がありま
す。

警告

図 23

停止(中立)
後進

“押す”

デッドマン装置 走行レバー

図 22

散水用水コック

閉

閉

開

開

前輪用

後輪用

停止(中立)中は振動させないでください。また、
充分に締め固めた場所や舗装路面上でも振動さ
せないでください。機体及び路面を損傷させる可
能性があります。

注意

8.5　散水

走行レバーをわずかに前方へ押すと、本機が微速
前進します。さらに前に押していくと速度が上がって
いきます。走行レバーの動かし方で速度が無段変速
します(前後進ともに)。
走行レバーを手前に引くと後進します。(図19)

振動用ON/OFFスイッチをOFFからONに入れると振
動します。(図20)

他の機能に問題が無く、振動しない時(電磁クラッチ
が動作しない)は、ヒューズが切れている場合がありま
す。ハンドルボックス内にあるヒューズ(10A)を確認
し、切れている場合は交換してください。(図21)

●

●

●

・

・

前後進で走行中は、エンジンの回転を下げな
いでください。故障につながる場合があります。

前進から後進へ切り替える場合(またはその
逆)は必ず停止(中立)の位置で一旦止めてくだ
さい。急激な切替操作は行わないでください。

注意

8.4　振動

ON

振動用ON/OFF
　　　　　スイッチ

図 20

図 19

走行レバー停止(中立)

前進

後進

散水作業を行う時は、水コックを開いてください。水
コックは前側ドラム用と後側ドラム用の2か所ありま
す。(図22)

後進作業の時に運転者が本機と障害物に挟まれた
場合の為に安全対策としてデッドマン装置が付いて
います。デッドマン装置が前に押されると走行レバー
が中立に戻ります。(図23)

8.6　デッドマン装置

●

●

図 21

ハンドルボックス

ハンドルカバーを外し、
ヒューズを点検する。
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10.1　手入れ

10．手入れと保管

振動用ON/OFFスイッチをOFFにし、走行レバーを
停止(中立)に戻してください。振動が停止したことを
確認してから調速レバーを停止位置にします。
(P15, 図14)
エンジンが停止したらキースイッチを停止の位置へ
回します。停止の位置でブザー音が止まります。
(P16, 図15)

燃料コックを閉じてください。
駐車ブレーキをゆっくりロックしてください。(図24-1)

●

●

●
●

本機から離れる場合は輪止めをして、キーを抜き指
定の場所に保管してください。

●

坂道での駐車・停車は危険ですので絶対に行わ
ないでください。

危険

輪止めは、路面の条件によって適切なものを選ん
で使用してください。

危険

9．駐車

キースイッチを停止の位置にしないとバッテ
リーが放電し続けますので注意してください。

注意

図 24-1

解除

後側ドラム

駐車ブレーキ

ロック

各部のゴミや泥を水洗いしてください。
起振体プーリー下の水抜き穴に泥などがつまった場
合は、Vベルトの早期損傷や起振体内部に水が浸入
する恐れがありますので念入りに清掃してください。
(図24-2)

ローラーとスクレーパー部は特に泥などがつまった
場合に、動作時の抵抗となりますので念入りに清掃
してください。

10.2　保管

●
●

●

水タンクの水は排水口から、きれいに抜いてくださ
い。水タンク内が汚れている場合は、洗浄してくださ
い。
オイルタンクには、エアーブリーザーが付いていま
す。オイルタンク内に水が浸入しないように、高圧洗
浄等を使用する際は注意してください。

●

●

ディーゼルエンジンのシリンダ内に水が浸入した
場合、水は空気の様に圧縮出来ないため、シリン
ダ内に衝撃と高水圧が発生しエンジンの内部部品
を破損させてしまいます。この現象を水撃(ウォー
ターハンマー)と呼びます。

水撃(ウォーターハンマー)について

高圧洗浄機などで洗浄する場合は、エンジンの
マフラーやエアークリーナーから水がエンジン
内部に侵入しないように注意してください。
水がエンジンのシリンダー内部に侵入した場合
は、水撃(ウォーターハンマー)現象の原因にな
ります。

注意

短期保管の場合
ゴミやホコリがかからないようにカバーをかけて、直射
日光の当たらない湿気の少ない屋内に格納してくだ
さい。

長期保管の場合
燃料タンクから燃料を抜いてください。また、燃料フィ
ルターに残った燃料も取り除いてください。
気温が0℃以下になる場合は、冷却水に不凍液を入
れてください。
エアークリーナーとマフラーの吸排気口をしっかりと
ふさいでください。エンジン内部に水が混入しますと
水撃(ウォーターハンマー)現象の原因になります。
屋内に格納して、屋外に放置しないでください。

●

●

●

●

●

図 24-2
水抜き穴
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11.1　各部点検スケジュール

11．定期点検と調整

エンジン関係の点検及び整備の詳細につきましては、
付属のエンジン取扱説明書をご覧ください。

点検箇所 点検項目 油脂類点検時期

駐車ブレーキ
輪止め
散水配管関係
外観
燃料タンク
フック
燃料系統
燃料フィルタ
エンジンオイル
冷却水
作動油タンク
起振体関係
起振体用Vベルト
Vリブドベルト(寒冷地仕様、
エンジン～ポンプ間)
ファンベルト(エンジン)
油圧配管系統
ホーン
ヘッドライト
走行レバー（リンク系部品）
走行レバー（リンク系作動）
安全レバー
デッドマン装置
スクレーパー
ボルト、ナット類
ファンベルト(エンジン)
エンジンオイル
エンジンオイルストレーナー
エアクリーナーエレメント
作動油フィルター
配線
ファンベルト(エンジン)
走行及び調速レバー系部品
油圧ポンプ用レバー系部品
デッドマン装置
ハンドルストッパー
駐車ブレーキ
ラッチハンドル
駆動軸ブラケット（寒冷地仕様）
エンジンオイル
バッテリー端子
エアークリーナーエレメント
ファンベルト(エンジン)
エンジンオイルストレーナー
作動油フィルター
燃料フィルタエレメント
燃料タンク内沈殿物
ラジエター内部(エンジン)
ファンベルト(エンジン)
バルブクリアランス（エンジン)
作動油
噴射ノズル(エンジン)
噴射ポンプ(エンジン)
エアークリーナーエレメント
燃料戻しパイプ及びバンド
冷却水
バッテリー
油圧ホース
電磁クラッチ

作動点検
有無、破損
漏れ、ゆるみ、傷、摩耗　
傷、ゆがみ
漏れ、油量、汚れ
脱落、破損、傷、ボルト及びナット類のゆるみと脱落
漏れ
汚れ
漏れ、油量、汚れ
漏れ、水量
漏れ、油量、汚れ
プーリー下の水抜き穴の泥つまり
傷、張り
傷、張り

傷、張り
漏れ、ゆるみ、傷、摩耗
作動点検
点灯点検
脱落、破損、傷、ボルト及びナット類のゆるみと脱落
作動点検、遊び
作動点検
作動点検
曲がり、損傷、調整
ゆるみ、脱落
点検、調整
初回のみ交換
初回のみ清掃
初回のみ清掃
初回のみ50時間で交換
点検
初回のみ50時間で交換
給脂
給脂
作動点検、給脂
作動点検、給脂
作動点検、給脂
作動点検、給脂
給脂
交換
清掃
清掃
点検
清掃
交換
交換
除去
洗浄
交換
調整
交換
点検、清掃
点検
交換
交換
交換
交換
交換
交換(摩擦面限界空隙0.5mmを超えた場合)

軽油

エンジンオイル
クーラント
作動油

作動油

エンジンオイル

グリス
グリス
グリス
グリス
エンジンオイル
グリス
グリス

エンジンオイル

作動油

毎日

10時間
50時間

50時間毎

100時間毎

200時間毎
300時間毎
450時間毎

500時間毎
800時間毎
1000時間
1500時間
2000時間
1年
2年

不定期



11.2　エンジン関係

エンジンの日常点検・定期点検および簡単な調整・整備については別紙エンジン取扱説明書に従ってください。

必ずエンジンを停止した状態で行ってください。危険

●エンジンオイル  (図25）　

オイル量がゲージ(1) の２本のレベルマー
ク(2) の範囲にあるかを点検する。不足し
ている場合は補給する。
エンジンオイルを排出する時はオイルが
暖かい間に、エンジン下面のオイルストレ
ーナを外して行う。
オイルストレーナは洗浄して組付ける。

※使用するオイルは、APIサービス分類
　　CC級以上を用いること。

1. 

2. 

3.

(1)
(2)

(3)

(1) ゲージ
(2) レベルマーク
(3) 給油口

推奨エンジンオイル：SAE10W-30 
エンジンオイル量　：1.3L

図 25

オイルストレーナ

●エアクリーナ　（図26）

エアクリーナーからエアクリーナーエレメントを外す。
エレメントが乾いたちりやほこりで汚れている場合は
、圧縮空気を内側から上下方向に吹きつけ、ほこり
を吹き飛ばす。
エレメントが、カーボンやオイルで汚れている場合は
、中性洗浄剤を使用する。
エレメントは、１年毎又は６回清掃毎に交換する。

1. 
2. 

3. 

4. 

図 26

ダストカップ※エレメントを圧縮空気で清掃する時は、空気圧力を0.69MPa（7.0kgf/c ㎡）
   未満にすること。

エアークリーナーエレメント

●フューエルフィルタ 　（図28）

フューエルフィルタのコックを閉じる。
カップ上部のリテーナーリング②を外し
フィルタカップ③とエレメント①を外す。
カップ内部を軽油で洗い、新しいフィル
タエレメントを取付ける。
ちりや埃が付かないように、又燃料洩れ
がないようにリテーナーリングを締付け、
フィルタのコックを開く。

1. 
2.
 
3.

4. 

①エレメント
②リテーナーリング
③フィルタカップ

火気厳禁。

図 28

1

2

3

●ファンベルト （図27）

ファンベルト（ファン駆動プーリとテンションプーリの中間部）を98N（約10kgf）の
力で押し、たわみ量を点検する。
たわみ量が基準値以外の場合はテンションボルトで調整する。
ベルトを目視点検し、表皮が破れていたり、割れや変質がある場合は交換する
。又、ベルトが摩耗して、プーリの底部に当たっている場合も交換する。
ファンベルトは、２年又は500 時間毎に交換する。

1. 

2. 
3. 

4. 

偏摩耗 亀裂

不良のベルト

プ
ー
リ

ベ
ル
ト

正　常 摩　耗

※ ファンベルトのたわみ量
基準値：5～10mm (約10kgf)

98N・m (10kgf)
の力で押す

テンションボルト

図 27

巻き込まれに注意する

20

●冷却水 　（図29）

ラジエータキャップを外し、冷却水がキャップ口元まであるか確認する。
冷却水が蒸発によって減った場合は、蒸留水を補給する。
漏れた場合は、同じメーカの不凍液を調合してから補給する
（不凍液の取り扱いは、メーカーの取扱説明書を参照のこと）。
異なるメーカ品を混用しないこと。
冷却水は、蒸留水に保浄剤又は不凍液（ロングライフクーラント）を併せて使
用する。ただし、保浄剤と不凍液は併用してはならない。
冷却水を排出する時は、ラジエータの下部のコックを開いて行う。 

1. 
2. 

3.

4. 

ドレーンコック

※ 冷却水規定量 ：1. 2 L
     （ラジエータ含む）

図 29運転中、又は運転直後の冷却水は、高温になっているので、
停止後ラジエータが十分冷えてからキャップを開けること。

閉

開
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11.3　前後進の中立調整

バッテリーの手入れ
端子のゆるみや腐食は接触不良の原因になります。
端子部に白い粉が付いている時は、ぬるま湯で清掃
した後にグリスを塗布してください。
また腐食が著しい場合は、バッテリーを新品に交換
してください。
バッテリーの取外し、取付け
取外しは － (マイナス)端子から行ってください。取
付けは ＋ (プラス)端子から行い、 － (マイナス)端子
は最後に取り付けてください。(図32)

●

●

走行レバーの停止位置(中立)がずれている場合は、
中立の調整を行います。
停止位置(中立)の確認は運転中に行います。走行
レバーの位置に関係なく本機が停止(中立)した位置
でエンジンを停止します。
走行レバーは中立時に軽くロックされます。その位
置になるようにボルト（ロッドエンド）を外し、ロッドエ
ンド部を調整してください。それでも中立にならな
い場合、ロックナットを調整してください。(図30)
Hold to Run装備の場合、スプリングシリンダーを外し
てから、中立位置調整作業を行ってください。中立位
置調整後、スプリングシリンダーのロッドエンド部の調
整を行ってください。（図30）

●

●

●

●

11.5　バッテリーの取扱い

バッテリーが金具でしっかりと固定されていること
を確認してください。

注意

作業を行う前に、必ずエンジンを停止してください。

注意

バッテリー

図 31

バッテリーを取り扱う場合は、絶対に ＋ 側のケーブ
ル(コード)と － 端子を接触(ショート)させないでくださ
い。また、＋ と － を反対に接続すると電気部品が損
傷しますので注意してください。

注意

本機は、始動時の暴走を防止するために停止(中立)
時だけエンジンが始動できるようにマイクロスイッチを
標準装備しています。
マイクロスイッチ先端部のローラーがレバー(油圧ポ
ンプ)のカムシャフトの凸部分に合って押されている
状態が中立です。(図31)
(スイッチが切り替わる際に、「カチッ」と音がします。)
調整終了後は、マイクロスイッチのローラー軸受部に
薄くグリスを塗布してください。　　　　　　　　　

●

●

11.4　マイクロスイッチの調整

走行用ケーブル

スプリングシリンダー

②六角穴付きボルト
　 を外す

走行用
ケーブル PVレバー

①ナットを外す

<Hold to Run装置の場合>
スプリングシリンダーの外し方

<通常>

<寒冷地>

油圧ポンプ

図 30

ロックナット

ボルト（ロッドエンド）

ロッドエンド

油圧ポンプ

油圧ポンプ

マイクロスイッチ

ローラー

マイクロスイッチ

ローラー

図 32

ロッドエンド

ＰVレバー
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保守
オイルフィルターの交換(図34)
　初回：　50時間前後
　以後：　300時間毎に交換してください。

作動油の交換
負荷にもよりますが、1000～1500時間毎です。
オイルタンクのドレーンプラグ(排油口)を外し、古い
作動油を抜き取り推奨の作動油を規定量(14L)入れ
てください。この時にゴミや水分などの異物が混入し
ないように注意してください。

●
a)

b)

オイルフィルターは、10μ濾紙の三笠純正部品を
ご使用ください。

注意

抜き取った作動油(廃油)の処理は、各自治体のゴ
ミ廃棄方法に従って処理してください。

注意

図 34

オイルフィルター

11.7　ラッチハンドルの調整

●

a)

b)

保守
ラッチハンドルは50時間毎給脂を行ってください。
（図35）

ラッチハンドルの給脂
ラッチハンドルは、開閉を繰り返す等により動きが渋
く感じることがあります。その際は、図36の給脂ポイ
ント（ピンとシャフト摺動部）にスプレーグリス等を給
脂し動きをなじませてください。

ラッチハンドルの調整
ラッチハンドルは、開閉を繰り返す・ゴムブッシュが
劣化する等によりガタが増し開閉に支障が起きるこ
とがあります。
その際は、図36のナット①を緩めてからナット②を
回してハンドルのガタや開閉時の硬さを調整し、調
整後ナット①を固定しラッチハンドルが円滑に操作
開閉出来る様調整してください。

図 35

ラッチ
ハンドル

トップカバー

ラッチ
ハンドル

サイドカバー

<サイドカバー部>

<トップカバー部>

11.6　油圧系統の点検・保守

点検
油圧ポンプや油圧モーターが損傷していないか点
検します。
ホースや配管類がゆるんでいないか、あるいは油漏
れの箇所が無いかを点検します。
オイルタンクに作動油が規定量入っているか、また
は作動油が白く濁っていないかを点検します。
(図33)
白く濁っている時は、油圧ポンプが空気を吸い込ん
でいる場合に発生します。配管の増し締めや作動油
を規定量に入れてください。作動油が乳化している

ください。
時は水分が混入していますので、作動油を交換して

●
a)

b)

c)

図 33

ブリーザー
油面計

オイルタンク

注油口

推奨作動油 (耐摩耗性作動油)

 粘度　　ISO　　VG32相当　　　　　　  寒冷地向
            ISO    VG46または56相当　 一般、暖地向

(工場出荷時には出光ダフニースーパーハイドロ
46ST相当品が入っています)

ダフニースーパーハイドロ46ST
  粘度       :　ISO　VG46
  流動点    :　-42.5℃
  粘度指数 :　154

給脂
ポイント

図 36

ゴムブッシュ

ナット②

ナット①
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11.8　安全レバーの位置調整

調整後は、正常に動作することを確認してください。
機能が働かない場合、重大な事故につながる恐れ
があります。

警告

①

②

隙間調整ボルトⒶ（六角ボルト M8 × 25）の位置を
調整し、その後、隙間Ⓑの間隔を締結してください。
隙間Ⓑは安全レバーを握った状態で、ハンドルから
5mm以上離れるようにしてください。

レバー連結金具（六角ボルト M8 × 25）の位置を
タイトナーとの隙間Ⓒが無くなるように調整してください。

試運転にてHtR機構が機能することを確認してください。

走行レバーを動かした際に中立に戻り、
機体も中立位置となるか。

安全レバーを握って走行レバーを操作した際、
安全レバーを離せば中立位置になるか。

安全レバーを握って走行レバーを保持できない場合は、
Ⓐ、Ⓒのボルト位置を再調整してください。

③

●

●

図 37

隙間調整ボルト

走行レバー 安全レバー

タイトナーとボルトの隙間が無くなるように
ボルトの位置調整を行う。

Ⓒ

Ⓐ

Ⓑ 隙間（5mm以上）
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油面計 オイルタンク

注油口
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オイルフィルター

B

D

●オイルフィルターの交換
初回　50 時間
以後　300 時間毎に
（オイルフィルターは 10μ濾紙の三笠純正部品を使用）

●作動油
1,000時間毎に推奨作動油を交換（14ℓ）
（工場出荷時出光ダフニースーパーハイドロ46ST相当品）

11.9　給油・給脂表

A

A

D

C
B

ラッチ
ハンドル

トップカバー

ラッチ
ハンドル

サイドカバー

<サイドカバー部>

<トップカバー部>

給脂
ポイントゴムブッシュ

ナット②

ナット①

●ラッチハンドル
50時間毎にグリス給脂 (摺動部)

A

C

●駆動軸ブラケット（寒冷地仕様のみ）
50時間毎にグリス給脂 (グリスニップル)

グリス給脂ニップル
（駆動軸ブラケット）

＜寒冷地仕様＞電磁クラッチ

排出口
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走行レバー

調速レバー

デッドマン装置

●走行レバー、調速レバー
50時間毎にグリス給脂 (摺動部)
●デッドマン装置
50時間毎にグリス給脂 (摺動部)

G

※使用するオイルは、APIサービス分類
　　CC級以上を用いること。

(1)
(2)

(3)

(1) ゲージ
(2) レベルマーク
(3) 給油口

オイルストレーナ

E

●エンジンオイル交換
初回　50 時間
以後　100 時間毎に
●オイルストレーナー交換
初回　50 時間
以後　200 時間毎に

E

H

G

F

●ハンドルストッパー
50時間毎にグリス給脂 （グリスニップル）

H

グリスニップル

ハンドルストッパー

●駐車ブレーキ
50時間毎にグリス給脂 （グリスニップル）

F グリスニップル

駐車ブレーキ



26

12．トラブルシューティング

エンジン
NO OK

走行系

NO

OK

OK

走行ケーブルおよび
リンクの点検

スクレーパーの変形
泥詰まり等、点検

振動系

NO OK

始動せず

振動しない又は弱い
走行しない 滑らかでない

バッテリ点検 駐車ブレーキ
の解除を確認

電気配線の点検

部品交換

エンジン整備
マニュアルに
より点検修理

＜通常仕様＞
ゴムカップリングおよび
フランジの損傷
＜寒冷地仕様＞
Vリブドベルト、エンジン
の遠心クラッチ点検 
(スリップ等)

部品交換

＜通常仕様＞
ゴムカップリングおよび
フランジの損傷
＜寒冷地仕様＞
エンジンの遠心クラッチ
点検 (スリップ等)

NO

NO

部品交換
および修理

部品交換
および修理

OK

油圧系統の点検
(ポンプ、モータ、配管等)

部品交換
または修理

バッテリーチャージ

NO NO OK

電磁クラッチ点検

摩擦面の清掃、
異物除去

OK

クラッチ起振体プーリー、Ｖベルト点検

Vベルト交換

OK

起振体プーリーが手で
スムーズに回るか確認

起振体点検および修理

OK

NO

NO

NO

NO

端子部励磁電圧・コイル
又はリード線の断線・電
気回路の点検

OK

OK

部品交換および修理

振 動 用 電 磁 ク ラ ッ チ の
ON-OFFスイッチ、配線、
バッテリー電圧の点検

マイクロスイッチ
の接点調整(19頁)

オイルフィルタの点検
(損傷、目詰り等)

油圧配管の点検
(損傷、油もれ等)

オイルの補充
および交換

OK

オイルタンクの点検
(オイル量、汚れ等)

部品交換
及び修理

油圧ポンプの点検(損傷、油もれ等)

フィルタ交換

交換または修理

交換または修理 油圧モータの点検(損傷、油もれ等)

圧力測定(リリーフ圧、チャージ圧)

油圧モータ単体で試運転

ドラム回転確認

NO

NO

NOOK OK NO

OK

OK

OK

OK

OK

NO

NO

NO

ドラム内修理(ベアリング等)
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13．配線図

乾
式

単
板

電
磁

ク
ラ

ッ
チ

ヘ
ッ

ド
ラ

ン
プ

(1
2V

-2
5W

)
D

C
1
2
 ホ

ー
ン

Ａ
Ｓ

Ｓ
’
Ｙ

ホ
ー

ン
ボ

タ
ン

 A
SS

’Y

ト
グ

ル
S
W

 A
SS

’Y

矢
崎

(7
11

6-
20

31
)

日
本

端
子

(6
02

3-
41

05
)

AV
S1

.2
5（

黒
）

レ
ギ

ュ
レ

ー
タ

R
S2

70
3

AV
S0

.8
5（

赤
）

AV
1.

25
（
赤

/
黒

）

C
A1

04
C

B1
04

AV
S0

.8
5（

黄
）

AV
S0

.8
5（

黄
）

C
A1

04
C

B1
04

C
B1

04

C
W

10
4

C
A1

04 C
A1

04

ラ
ン

プ
タ

イ
マ

ー
（
E7

5ク
ボ

タ
）

矢
崎

(7
12

3-
22

62
)

AV
S1

.2
5（

緑
） ③

グ
ロ

ー
ラ

ン
プ

ワ
イ

ヤ
ー

ハ
ー

ネ
ス

（
ク

ボ
タ

、
Ｂ

）
／

排
対

ハ
ー

ネ
ス

AY
（
ク

ボ
タ

E/
G

～
SW

）

C
W

10
4

C
B1

04

AVS1.25（黒）

AW
G

20
（
緑

）
AW

G
20

（
黄

）

AV
S1

.2
5（

赤
/
白

）

AV
S1

.2
5（

黒
）

AV
S1

.2
5（

黒
）

⑥

④

⑤

住
友

(6
1
0
1
-5

04
1)

住
友

(6
10

1-
10

41
)

ヒ
ュ

ー
ズ

10
A

AV
S3

（
黒

/
赤

）

AV
S3

（
黄

）

AV
S2

（
黒

／
白

）
AV

S2
（
黒

/
白

）

F
AV

S2
（
白

）

AVS1.25（赤/白）

Ａ
Ｖ

Ｓ
２

（
白

）

AV
S3

（
黒

/
赤

）

AV
S3

（
赤

）

AV
S2

（
黒

/
白

）

C
W

10
4

AV
-2

0（
黒

）
TA

V-
20

（
黒

）

バ
ッ

テ
リ

ー
42

B1
9R

ＳＢ

ス
タ

ー
タ

バ
ッ

テ
リ

ー
ケ

ー
ブ

ル
（
＋

）

バ
ッ

テ
リ

ー
ケ

ー
ブ

ル
（
－

）

グ
ロ

ー
プ

ラ
グ

LA
04

 

オ
イ

ル
ス

イ
ッ

チ

LA
04

 

AV
S1

.2
5（

オ
レ

ン
ジ

）

AV
S1

.2
5

（
ス

カ
イ

ブ
ル

ー
）

住
友

(6
04

0-
21

11
)

ブ
ザ

ー
（
EB

L）

住
友

(6
03

0-
29

81
)

矢
崎

(7
12

3-
24

46
)

矢
崎

(7
12

2-
24

46
)

ゼ
ネ

レ
ー

タ

Ｇ

ハ
ー

ネ
ス

/
タ

コ
ア

ワ

リ
ー

ド
線

AV
1.

25
（
黄

）

AVS1.25（黄）

V
C

T
F
1
.2

5
(白

)
V

C
T
F
1
.2

5
(黒

)
C

B
1
0
4 C

A1
04

T
A

C
H

/
H

O
U

R
 M

E
T
E
R

タ
コ

ア
ワ

メ
ー

タ
ー

赤
黄

/
緑

白
黒

C
A1

04

C
W

10
4

AV
1.

25
（
黄

）

リ
ー

ド
線

C
A

1
0
4

C
W

10
4

A
V

S
1
.2

5
(赤

)
シ

ー
ソ

ー
ス

イ
ッ

チ

矢
崎

(7
12

2-
21

28
)

矢
崎

(7
12

2-
21

28
)

C
B1

04
C

A1
04

C
A1

04

C
B1

04
LE

D

AVS2（黒）

AV
S1

.2
5（

黄
）

AVS2（赤）

AV
S1

.2
5（

赤
）

AV
S1

.2
5（

黒
）

ハ
ー

ネ
ス

Ａ
Ｙ

（
ラ

ン
プ

，
ホ

ー
ン

，
ク

ラ
ッ

チ
）

C
A1

04

C
A1

04

C
A1

04 C
B1

04

C
B1

04

ス
タ

ー
タ

ー
ス

イ
ッ

チ
Ａ

Ｙ

C
A

1
0
4

AV
S2

（
黒

/
白

）

C
A1

04

C
A1

04

C
B1

04

C
B1

04
リ

ー
ド

線
(マ

イ
ク

ロ
ス

イ
ッ

チ
)

マ
イ

ク
ロ

SW

CO
M

X
NCNO



PRINTED IN JAPAN

MIKASA SANGYO CO., LTD.
1-4-3,Kanda-Sarugakucho,Chiyoda-ku,Tokyo,101-0064,Japan

〒101-0064　東京都千代田区神田猿楽町1-4-3

TEL 048-734-2401 FAX 048-736-6787

TEL 048-734-2402 FAX 048-734-7678
修理に関するお問合せ

部品に関するお問合せ

Webパーツリスト
https://www.mikasas.com/MIKASA/index.html

その他のお問合せ
info@mikasas.com


	01_P00_501-02501_表紙
	02_P00_501-02501_目次
	03_P01_501-02501_はじめに_用途
	04_P02_501-02501_警告サイン_注意事項
	05_P03_501-02501_注意事項2
	06_P04_501-02501_注意事項3
	07_P05_501-02501_注意事項4
	08_P06_501-02501_注意事項5
	09_P07_501-02501_安全ラベル及び安全情報
	10_P08_501-02501_外観寸法
	11_P09_501-02501_装置説明
	12_P10_501-02501_仕様
	13_P11_501-02501_運転前点検1
	14_P12_501-02501_運転前点検2
	15_P13_501-02501_運転前点検3
	16_P14_501-02501_運転前点検4_運転1
	17_P15_501-02501_運転2
	18_P16_501-02501_運転3_駐車
	19_P17_501-02501_保管
	20_P18_501-02501_定期点検1
	21_P19_501-02501_定期点検_2
	22_P20_501-02501_定期点検3
	23_P21_501-02501_定期点検4
	24_P22_501-02501_定期点検5
	25_P23_501-02501_定期点検6
	26_P24_501-02501_トラブルシューティング
	27_P25_501-02501_配線図
	空白ページ



